
















略称 書名 出版年 出版社 見出し語数
1 現漢 現代漢語詞典 （第 5版） 2005 商務印書館 65,000
2 大修 中日大辞典 （増訂第 2版） 1987 大修館書店 140,0000
3 プロ プログレッシブ中国語辞典 1998 小学館 65,000
4 三省 クラウン中日辞典 2001 三省堂 65,000
5 講談 中日辞典 （第 2版） 2002 講談社 87,000
6 白水 中国語辞典 2002 白水社 65,000
7 朝日 はじめての中国語学習辞典 2002 朝日出版社 10,000
8 小学 中日辞典 （第 2版） 2003 小学館 85,000


























語の 「花」 が、コンテキストによって 「桜」 に特化されるのと同じ
ことである。つまり本来カテゴリー全体 （上位カテゴリー） を表すも








　ある形態素の語義 X と語義 Y の間に、意味的な関連性が見出せない場合、









多いのは東方であり、それに白水と現漢が続いている （図表 2・図表 3参照）。
図表 3は、図表 2の各辞書における見出し字数 （表中の A） の合計をグラフに
したものである。
図表 2　見出し字数と語義項目総数
現漢 大修 三省 講談 白水 小学 東方 プロ 朝日
A B A B A B A B A B A B A B A B A B
把 4 19 1 25 1 20 2 19 4 22 1 20 5 20 1 14 3 9
白 3 15 1 16 1 13 2 16 3 17 1 13 4 14 1 4 1 5
党 1 4 1 4 1 5 1 7 1 6 1 5 1 6 1 4 1 1
倒 2 8 1 5 1 8 1 10 2 14 1 11 2 10 1 7 1 3
低 1 4 1 6 1 5 1 5 1 9 1 4 1 4 1 2 1 3
管 2 15 1 9 1 10 1 17 2 15 1 13 2 14 1 8 1 3
交 2 11 1 14 1 8 2 12 2 9 1 11 2 11 1 9 1 3
口 1 12 1 15 1 8 1 17 1 18 1 16 1 16 1 7 1 7
皮 1 11 1 9 1 11 1 13 1 11 1 11 1 11 1 8 1 3
去 3 15 1 14 1 21 2 16 3 21 1 18 4 11 1 10 2 5
走 1 11 1 11 1 11 1 9 1 11 1 9 1 9 1 8 1 7











談＞小学～大修～東方～三省」 となる （図表 2も参照）。なお、プロと朝日の語
義項目総数が他の辞書より顕著に少ないのは、辞書の性格・規模によると考え
 




















































る処理方法を考察してみよう （事例 1、事例 2参照）。
　（1） 事例 1 “風”“光”
　現漢 風 （6） 景象 〔用例〕～景、～光
　 光 （2） 景物 〔用例〕風～、春～明媚
　 風光 風景；景象 〔用例〕北国～、～旖旎、青山綠水～好。
　小学 風 （6） 景色 →～景、～光
　 光 （2） 景色 〔用例〕風～、春～明媚
 風光 風光、風景、景色 〔用例〕歌唱祖国好～
　講談 風 （7） 景色、情景 →～景
　 光 （8） 景色、景物 〔用例〕風～、湖～山色
　 風光 風光、風景 〔用例〕草原～、一片秀麗迷人的～。
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　上掲の事例 1では、“風”と“光”に 「景色」 という語義項目が立てられて
いる。これは、“風”あるいは“光”の語義というよりは、むしろ“風光”の





　大修 走 （9） （運に） 巡り合う ～好運
　 走運 運がよい、運がついている
　“走運”の 「運がよい」 という語義は、“走運”全体ではじめて生じるもの




























を例に検討してみよう （図表 5参照）。ちなみに、“去”の本義は 「去る」、中心
義は 「行く」、“走”の本義は 「走る」、中心義は 「歩く」 である。
図表 5　本義と中心義の配列状況
現漢 大修 三省 講談 白水 小学 東方 プロ 朝日
去
行く 1 1 1 6 1 1 1-1 1 1
去る 2 3 8 1 6/7 7 2-1 - -
走
歩く 1 1 1 2 2 1 1 1 1












































　類似関係による派生。ある領域 A にあるメンバー a を、別の領域 B





　近接関係による派生。事物 a と b が空間的あるいは時間的に近接し
ているか、因果関係にあるとき、a を b で捉えようとする。たとえば、
「きつねそば」 は油揚げをキツネが好むということがらに支えられた命
名である。油揚げ （好んで食べられるもの） とキツネ （好んで食べるもの）
が近接関係にある。また、中国語の“東坡肉”は、蘇東坡 （蘇軾） が





（肉）」 と 「卵」 を指している。“青椒肉絲”の“肉”は、その下位カテ
ゴリーである“猪肉”を指している。


























①  （1） → （2） メトニミー〔時間／プロセスで結果〕子供の足をつかむ　＞
子供が大小便をする。
②  （1） → （3） メトニミー〔時間／プロセスで結果〕握るとある部分が固定
される　＞　固定するように握る。あるいはメタファー〔特性類似〕。
③  （1） → （4） メタファー〔特性類似〕 「握る」 とは対象と密着すること
＞　近接している。
④  （1） → （5） メタファー〔特性類似〕 「握る」 ことは対象を支配、主と
して出入り口の支配権。
⑤  （5） → （6） シネクドキ〔種で類〕 一般的支配権を握る。あるいはメ
タファー〔特性類似〕。
⑥  （1） → （7） メトニミー〔時間／プロセスで対象〕握る　＞　握られるも
の （ハンドル・取っ手など）。
中国語辞書における多義語の記述について （遠藤）　〔109〕
⑦  （1） → （8） メトニミー〔時間 / プロセスで結果〕「握る」 という動作の
結果できたもの。
⑧  （8） → （9） シネクドキ〔種で類〕「握る」 という動作に関連するものが
計量単位に。「握る」 ことが心理的な顕著性を持つもの一般に適用される。
なお、（1） → （9） という語義項目関係も考えられる。





異義語扱いにするか否かは別にして、“把”をⅠ （実質語） とⅡ （機能語） に分
けて記述した。語義項目数は、多くの辞書で 20前後に細分化されたものを 10
にまとめてみた （図表 2を参照されたい）。












































　Ⅱ （10）  〔前置詞〕主として 「‘把’＋ NP ＋ VP」 という構文で用いる。こ
の構文は 「NP を V してある結果を生じさせる」 という意味を持
つ。使役の意味を帯びることもある。
6.2. 事例 2　白（形容詞＞副詞）
6.2.1. 語義展開図 （図表 7参照）






①　　a. メトニミー〔特性 / 特性でもの〕野菜の白い部分。
　　　b. メタファー〔特性類似〕顔色が青白い。
②  （1） → （2）  メトニミー〔時間 / 共起〕白目で睨む　＜　人を睨むと白
目の部分が大きくなる。
③  （1） → （3）  象徴化 反革命の象徴　＜　フランス革命で王党派が白百
合をシンボルにした。
中国語辞書における多義語の記述について （遠藤）　〔111〕
 あるいはメトニミー〔特性 / 特性でもの〕。
④ （1） → （4） メタファー〔特性類似〕明るい。
⑤ （4） → （5） メタファー〔特性類似〕（物事が） 明らかである。
⑥ （5） → （6） メトニミー〔時間 / 結果で原因〕明らかにする・述べる。
⑦ （6） → （7） メトニミー〔プロセスで対象〕せりふ。
⑧ （6） → （8） メトニミー〔特性 / もので特性〕話し言葉的。
⑨ （8） → （9）  メトニミー〔時間 / 共起〕間違っている　＜　話の内容は
往々にして不正確。
⑩ （1） → （10） メタファー〔特性類似〕空白・何も加えていない。
⑪ （10） → （11） メタファー〔特性類似〕味などがない。
⑫ （10） → （12） シネクドキ〔類で種？〕報酬・代償がない。








 a. 野菜の白い部分  葱白 （講談）
 b. 顔色が青白い  疼得臉都白了。（小学）
（2）〔動詞〕白目で睨む。  他白了我一眼。（白水）
（3）〔語構成成分〕反革命の象徴。  白区 （小学）










（13）〔語構成成分〕不祝儀の象徴。  白事 （小学）
6.3. 事例 3　皮（名詞＞形容詞）
6.3.1. 語義展開図 （図表 8参照）
図表 8の語義項目間の関係は以下の通りである。
① （1） → （2） メトニミー〔時間 / 素材で結果〕剥がされた皮。
② （2） → （3）  メタファー〔特性類似〕剥がされた皮は薄い　＞　薄いも
の一般。







































④ （1） → （5）  メタファー〔特性類似〕皮はその中身を包んでいる　＞　
何かを包んでいる
⑤ （1） → （6）  メタファー〔特性類似〕皮は最も外側にある　＞　最も外
側にあるもの
⑥ （1） → （7）  メタファー〔特性類似〕皮には弾力がある　＞　一般的に
弾力がある硬くないもの。



































































　 遠藤雅裕 .2005. 「理想の中国語辞書－語義記述と収録語について－」．『辞書のチカラ』 
（山崎直樹等編）．東京：好文出版．1-42．




＊本稿は、日本中国語学会第 1回関東支部擴大例会 （2007年 3月 17日、明治大学）
で発表した原稿を加筆修正したものである。発表の席上、多くの方から貴重なご
意見を賜った。記して感謝の意としたい。















5） 白水の“走”の最初の語義項目は 「（人・動物・交通機関などが） 移動する、先
へ進む」 である。これだけから判断すれば、頻度順的な処理の仕方をしている
とも言えよう。
6） 主として専門家向けの大型辞書であれば、年代順でもよいだろう。しかし、一
般学習者向けの中型辞書に年代順を採用するのは、あまり適切とはいえない。と
いうのは、学習者は、見出し語の最初の語義項目が印象に残りやすいため、こ
れを主要語義であると誤解してしまう可能性があるからだ。
7） 今回の語義分析は、辞書における語義記述のサンプル提示のためであるので、分
析そのものは、なお不十分な点もある。
